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シンボル発生確率の偏りが異なる各種 2 値情報源（MPS 確率が 0.5 から 0.987 程度）に対し理想的には約 99%
の効率が維持される 8 つの情報源モデル群（確率状態）を想定した．オフセットの許容値により，生じ得る有
効領域幅に対する確率状態ごとの両シンボルへの領域割り当て幅の自由度が制限される．そこでオフセット値




現するうえで最適なオフセット数が存在することが明らかにでき，6 ビットシステムでは N=4 が最適で，その









確率状態が 8状態で理想符号化を前提とした，提案学習方式の動的性能を解析したところ，遷移 LPS 比率の
導入により最低符号化効率は導入前より約 2%向上した．さらに確率状態の区分は 8 種類のまま，遷移の過程を
示す 1 ビット情報を追加した 16 状態化を行うことで動的性能はさらに約 4%向上することが示された．これを
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